
会議の監視

このセクションでは、次の点について説明します。

•会議の監視（1ページ）

会議の監視
Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、ネットワーク内のビデオコラボレーション会議のライ
フサイクルを追跡します。これはさまざまなソースから受信した会議データを関連づけ、会議

に関するエンドツーエンドの詳細情報を提供します。

Cisco PrimeCollaborationAssuranceは、CiscoUnified CMやCisco TelePresenceVideo Communication
Server（VCS）など、コールおよび会議制御コンポーネントから会議イベントを受信します。
また、管理アプリケーション、コールおよび会議制御コンポーネント、会議コンポーネント、

エンドポイントなどのアプリケーションから会議の詳細を取得します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceが監視可能な会議数は、小規模や中規模などの導入モデル
によって異なります。サポートされているアクティブな会議の詳細については、「System
Capacity for Cisco Prime Collaboration Assurance用のシステム容量」を参照してください。

150kおよび80kプロファイルでは、JTAPIを使用してすべてのエンドポイントを制御し、Cisco
Prime Collaboration Assuranceでデバイスを検出すると、[OutofMemory]状態となりサーバがク
ラッシュします。したがって、セッション機能を監視するために必要なエンドポイントのみを

追加します。

（注）

ビデオコラボレーションアプリケーションから取得される会議データには、スケジュールさ

れたおよびスケジュールされていない会議の両方が含まれます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、次の方法で会議を区別します。

• Ad hoc -エンドユーザは、相手側で Cisco TelePresenceシステムの内線番号をダイヤルしま
す。スケジューリングは関係しません。
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•スケジュール済み - Microsoft ExchangeやOutlookなど、企業のグループウェアアプリケー
ションを介して会議前にスケジュールします。また、Cisco TelePresence Management Suite
（TMS）を使用して会議をスケジュール設定することもできます。

•スタティック -事前設定済みのCisco TelePresence会議を常時使用できます。各スタティッ
ク会議は独自の会議番号が関連付けられています。Cisco TelePresence MSE、Multipoint
Control Unit（MCU）、Cisco TelePresence Server（TS）などの一部のアプリケーションで
は、このようなミーティングを永続的な会議と呼びます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、次のように会議構造を分類します。

• Point-to-point - 2つのエンドポイント間の会議です。

• Multipoint - 2つ以上のエンドポイントを持つ会議です。エンドポイント間には、MCUが
存在する場合があります。

• MultiSite -MCUがない 2つ以上のエンドポイントがある会議です。エンドポイントは直接
接続されます。すべてのエンドポイントは、MultiSite対応のセンターエンドポイントを使
用してMultiSiteコールに参加できます。センターエンドポイントは会議デバイス（MCU
など）のように機能します。このタイプの会議構造は、CiscoCodecC、TelePresenceSystem
EXシリーズ、Cisco TelePresence MXシリーズ、MultiSiteライセンスの Ciscoプロファイ
ルシリーズなど、MultiSite対応のエンドポイントでサポートされています。

会議のステータスは、次のとおりです。

• In-progress

• Scheduled

• Completed

• [No Show]とは、終了時間まで参加者が会議に参加することのなかったスケジュール済み
会議です。スケジュール済み会議は、スケジュールされた終了時間の後、ならびにスケ

ジュールされた終了時間の後で Cisco Prime Collaboration Assuranceが Cisco TMSと同期し
た後のみに、[No Show]へと変わります。

エンドポイントが進行中の会議に参加しなかった場合、エンドポイントには [不参加（No
Show）]アイコンが表示されます。このステータスは、会議が [Completed]状態に移行した後
でも表示されます。

1つのエンドポイントが会議に参加していても、会議が終了する前にコールから切断した場合、
会議トポロジのこのエンドポイントには切断アイコンが表示されます。切断とは、何らかの問

題があったか、発信者が会議を早く終了する必要があったことを意味する場合があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

会議の診断の前提条件

会議の診断には、次の前提条件があります。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。
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• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。

• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
CommunicationsManagerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco PrimeCollaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceで TC/CEデバイスタイプとして検出された Cisco
Telepresenceエンドポイントは、JTAPIユーザーが制御するデバイスリストには含めない
ようにします。IPフォンは、JTAPIユーザの制御リストで保持することを推奨します。

•会議の診断機能は、エンドポイントから直接送信されたHTTPSフィードバックを使用し、
CUCMが登録された Telepresence（TC/CE）エンドポイントのみをサポートしています。

•会議の診断は、エンドポイントでサブスクリプションが失敗した場合には機能しません。

•会議の診断と音声電話機能の合成テストを使用するには、CiscoPrimeCollaborationAssurance
Service Pack 1を適用する前に、CUCMが一覧表示されたバージョンであることを確認し
ます。詳細については、12.1 Service Pack 1の「Cisco PrimeCollaborationAssuranceでサポー
トされているデバイス」を参照してください。

1. Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified Communications Managerに登録済みの Cisco
Jabberエンドポイントに対する会議監視はサポートしていません。使用率レポートおよび
TelePresence（Movi）エンドポイント用Cisco JabberVideoの使用統計のみが表示されます。

2. セッションインポートポーリングのデフォルト間隔は 24時間です。

3. JTAPIには TSおよび TXエンドポイントが含まれていないことを確認します。

（注）

ビデオ会議のデータ収集

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次のビデオサービスインフラストラクチャデバイスを
定期的にポーリングして、会議に関する情報を取得します。

•管理デバイス（Cisco TMS）：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、スケジュール済みポ
イントツーポイント会議とマルチポイント会議に関する情報を取得します。Cisco TMS
では、会議の進行中にスケジュール設定されていないエンドポイントが追加されると、

Cisco Prime Collaboration Assuranceは新しく追加されたエンドポイントの会議の詳細を表
示します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは 5日分のスケジュール済み会議のデータを収集しま
す（前日、当日および今後 3日）。
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Cisco TMS 13.0または 13.1を使用している場合は、予約 API機能
を設定します。Cisco TMS13.2以上の場合は、BookingAPI機能を
設定する必要はありません。

（注）

•マルチポイントスイッチ：Cisco Prime Collaboration Assuranceは、マルチポイント会議の
情報を取得します。また、マルチポイント会議のカスケードの特定とサポートも行いま

す。

•マルチポイントコントロールユニット（MCUおよび Cisco TS）：これらのシステムを使
用してスケジュールされた会議は、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは常にアドホッ
ク会議としてリストされます。これらのタイプの会議は、会議の開始後にのみ [会議の監
視（ConferenceMonitoring）]ページに一覧表されます。Cisco Prime Collaboration Assurance
は、エンドポイントからイベントを受信した後、これらのシステムにポーリングします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、これらのシステムがコールを受信するたびに、
MCUと Cisco TSをポーリングします。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco
TelePresence Conductorによって管理されていないMCUをポーリングします。

Cisco TelePresence Conductorで制御されるMCUによってホストされている会議の場合、
Cisco Prime Collaboration Assuranceが Cisco TelePresence Conductorのみをポーリングしま
す。

Cisco Prime Collaboration AssuranceはMCU会議のカスケードをサポートしません。Cisco
TelePresence Conductorが制御するMCUのカスケードのみがサポートされます。

•コールおよび会議制御（Cisco Unified CMおよび Cisco VCS）：Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、コールプロセッサを使用して参加者に関する情報を取得します。ユーザの
会議への加入時間や切断時間といった詳細事項が収集されます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceはコールと会議コントローラを定期的にポーリングします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified CMおよび Cisco VCSからリアルタイ
ムで接続/切断イベントを受け取ります。接続/切断イベントが失われた場合、バックアッ
プメカニズムとして、Cisco Prime Collaboration Assuranceはすべての進行中のコールに対
して定期的に Cisco Unified CMと Cisco VCSをポーリングします。その結果、これらは同
期されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、[Connect（接続）]または [Disconnect（切断）]イベント
を、Cisoc Unified Communications Manager JTAPIではなくエンドポイント（(TC/CE）からリア
ルタイムに受信します。
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会議のモニタリングウィンドウでは、次のブラウザがサポートされています。

• Internet Explorer：バージョン 10、11

• Mozilla Firefox：バージョン 31、38

• Google Chrome：バージョン 39、40

（注）

Cisco Unified CM

すべてのエンドポイントが、Cisco Unified CMに JTAPI制御対象デバイスとして追加されてい
る必要があります。追加されていない場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceでエンドポイ
ントの通話検出は発生しません。設定された JTAPIユーザは、CiscoPrimeCollaborationAssurance
で管理されるすべてのエンドポイントへのアクセスを許可されている必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified CMからの JTAPIイベントをリッスンしま
す。コールが進行中になると、エンドポイントがポーリングされます。CiscoPrimeCollaboration
Assuranceは、JTAPIイベントに依存して会議を完了ステータスへ移行します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、複数のCisco Unified CMクラスタを管理します。クラス
タ内およびクラスタ間の会議（クラスタ内およびクラスタ間会議）を監視するために一意のク

ラスタ IDを設定します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、クラスタをモニタリングするためにクラスタパブリッ
シャを管理する必要があります。JTAPIはクラスタパブリッシャで設定する必要があり、コン
ピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）サービスがクラスタ内の少なくとも 1つの
ノードで動作している必要があります。CTI制御は、デバイスに設定された完全な可視性に
よって異なります。可視性の制限については、「Cisco Prime Collaboration Assuranceのシステ
ム容量」を参照してください。

JTAPIが Cisco Unified CMに設定されていない場合、その JTAPIに登録されたエンドポイント
は会議の一部として表示されません。この場合は、JTAPI設定を設定します。

JTAPI制御対象デバイスとして追加されたエンドポイントの正しい使用状況の詳細を表示し、
エンドポイントをCiscoUnified CMのコントロールリストに表示するには、エンドポイントの
可視性をリセットする必要があります。[診断（Diagnose）]> [エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]の下の [可視性の編集（Edit Visibility）]を使用して、エンドポイントの可視性
を [完全な可視性（Full Visibilty）]から[オフ（Off）]に変更し、その後、再度 [完全な可視性
（Full Visibilty）]に切り替えます。

（注）

また、CiscoUnifiedCMを再検出してエンドポイントを見えるようにし、CiscoPrimeCollaboration
Assuranceサーバでの正しい使用ステータスを表示することもできます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合
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Cisco TC/CE

Cisco Unifired Communications Managerに登録されている Cisco TC/CEエンドポイントの場合、
イベントは Unified Communications Manager JTAPIではなくエンドポイントから直接受信しま
す。

Cisco VCS

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco VCSからのHTTPフィードバックイベントをリッ
スンします。コールが進行中になると、エンドポイントがポーリングされます。Cisco Prime
CollaborationAssuranceは、HTTPフィードバックイベントに依存して、会議を完了ステータス
に移行します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、複数の Cisco VCSクラスタを管理します。クラスタ内
およびクラスタ間の会議（クラスタ内およびクラスタ間会議）を監視するために、一意のクラ

スタ名を設定する必要があります。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco VCS Expresswayトラバーサルコールを識別し、
サポートします。これらのコールについて、Cisco VCS Controlと Cisco VCSを使用してメディ
アが信号通知を行い、コールの詳細は、会議トポロジで表示されます。

トラバーサルコールの詳細については、Cisco TelePresence Video Communication Server Control
のオンラインヘルプを参照してください。

エンタープライズファイアウォールの外へのコールがある場合は、CiscoVCSExpresswayを使
用します。このデバイスは、Cisco VCS Controlデバイスに設定します。Cisco VCS Controlおよ
び Cisco VCS Expresswayは、会議トポロジに表示されます。ただし、Cisco VCS Expresswayに
登録されたエンドポイントは、不明なエンドポイントとして表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがフィードバックサブスクリプションによってVCSに登録
されていない場合、登録エンドポイントが会議に参加または退室したとき、または VCSに登
録または登録解除されたときに、VCSは PCAに通知しません。この場合、必要に応じて、エ
ンドポイントの可視性を [完全（full）]に設定し、ネットワーク管理者に連絡して、VCSへの
PCのフィードバックサブスクリプションを確認します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Cisco VCS Expresswayの接続/切断イベントが無視さ
れます。

（注）

Cisco TMSから会議のインポート
Cisco TMSには、スケジュールされた会議の詳細が含まれています。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、定期的にこれらのデバイスをポーリングして、会議の詳細を取得します。定期
的なポーリングの頻度は、ビジネスのニーズに合わせて設定できます。

会議を中断なく使用するには、[クラスタの管理（ManageClusters）]オプション（[インベント
リ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）] > [TMSクラスタの管理
（Manage TMS Clusters）]。
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Cisco TMSでは、スケジュール済み会議の進行中にスケジュール設定されていないエンドポイ
ントが追加されると、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、追加されたエンドポイントの
会議の詳細が表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは 5日分のスケジュール済み会議のデータをインポートし
ます（前日、当日および翌 3日間）。

Cisco TMSから会議をインポートするときは、次の点に注意してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco TMSの予約確認メールで、デフォルトの電子
メールテンプレートのみをサポートしています。デフォルトの電子メールテンプレート

を使用していない場合、会議は Cisco TMSからインポートされません。

•「予約のみ」の会議の詳細は、Cisco TMSからインポートされません。Cisco Prime
CollaborationAssuranceは、スケジュールの設定中にリソースが割り当てられないため、こ
のタイプのミーティングはサポートしていません。

定期的なポーリング以外にも、会議の詳細をすぐにインポートする場合は、[診断（Diagnose）]>
[会議の診断（Conference Diagnostics）] > [会議のインポート（Import Conferences）]。

[会議のインポート（Import Conferences）]タスクは、Cisco Prime Collaboration Assurance System
システムのパフォーマンスに影響を及ぼします。必要な場合のみ、[会議のインポート（Import
Conferences）]を使用します。

[会議のインポート（Import Conferences）]タスクでは 1つのジョブが作成されます。これは、
[システム管理（System Administration）]、 > [ジョブ管理（Job Management）]から監視でき
ます。ジョブタイプは、[ジョブ管理（）]ページでは Synch_TMS-MEETING_UniqueJobIDと
して表示されます。

（注）

TMS_Conference_Importはジョブを定期的に実行し、すべての会議の詳細をポーリングします。

ただし、TMS_Frequent_Conference_Importジョブは頻繁に実行され、前回のポーリング後の会
議の変更のみを取得します。（ポーリングの頻度は、[システムセットアップ（SystemSetup）]
ページで変更できます）。

会議のワークフローとシナリオ

次の図には、エンドツーエンドによるスケジュール済み会議のワークフローが示されていま

す。
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図 1 :スケジュール済み会議のワークフロー

次のシナリオでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceに会議の最新情報が含まれていない、
または異なる会議の構造データが表示されています。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、会議が前回の Cisco TMSのポーリング後、なら
びに次回のスケジュール設定またはオンデマンドによるCiscoTMSのポーリングが発生す
る前にスケジュール設定され、進行中とされた場合、スケジュール済み会議（ポイント

ツーポイント、マルチポイント、またはマルチサイト）をアドホック会議として表示し

ます。

•スケジュール設定済みマルチポイント会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceが管
理アプリケーションと同期されていない場合、会議はアドホックセッションとして表示さ

れ、Cisco Prime Collaboration Assuranceは [接続（Connect）]イベントを受信した後に、参
加している Cisco MCUから情報を収集します。

•会議システムがManaged状態からUnmanagedまたはUnknown状態に移行した場合、マル
チポイント会議は複数のポイントツーポイント会議として表示されます。

• Cisco TMSとCiscoMCUでは、スケジュールされた時間が経過すると、会議ステータスが
すぐに [アクティブ（Active）]に切り替わります。ただし、Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは、エンドポイントが会議に参加するまで会議ステータスが [進行中（In
Progress）]に変わることはありません。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、管理されていないエンドポイントを含む会議が
表示されます。だだし、これらのオプションの内容に注意してください。

•ポイントツーポイント会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceでいずれかのエ
ンドポイントを管理する必要があります。

•マルチサイト会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceで、他のエンドポイント
にて会議するエンドポイントを管理する必要があります。

会議の監視
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•マルチポイント会議では、Cisco Prime Collaboration Assuranceで会議デバイスを管理
する必要があります。

• Cisco TMSを使用して TelePresenceルームのみを予約した場合、Cisco Prime Collaboration
Assuranceでこれらの会議が表示されることはありません。（CiscoTMSでは、このような
電話会議のタイプは [予約のみ（Reservation Only）]として識別されます）。

• CiscoVCSExpresswayが Inaccessible状態である場合でも、Cisco PrimeCollaborationAssurance
は会議を監視できます。ただし、エンドポイントは「不明」なエンドポイントとして表示

されます。

•会議の診断機能は、Cisco Unified Communications Managerで複数の回線を使用して設定さ
れたエンドポイントはサポートしません。ただし、これらのエンドポイントは、CiscoPrime
Collaboration Assuranceインベントリデータベースで管理することができます。

会議の監視機能は、Cisco Unified CM 8.5以降のみでサポートされ
ています。

（注）

• TelePresenceと複数のWebex参加者の間に会議がある場合、[会議の診断（Conference
Diagnostics）]ページには、コールで利用可能なWebex参加者の詳細は表示されません。

• Cisco VCS（ポリシーサービス）導入による Cisco TelePresence Conductorがサポートされ
ています。Cisco VCS（B2BUA）搭載および Cisco Unified CM導入によるの Cisco
TelePresence Conductorはサポートされていません。

会議シナリオ

Cisco PrimeCollaborationAssuranceで監視されるさまざまな会議シナリオは、次のとおりです。

表 1 :会議シナリオ

会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Cisco TelePresence
System 500、1000、
3000、TX9000シリー
ズ。

ポイントツーポイン

ト

アドホック、スケ

ジュール済み

Cisco Unified CMのク
ラスタ内およびクラス

タ間会議

Cisco TelePresence
System 500、1000、
3000、TX9000シリー
ズ。

マルチポイントアドホック、スケ

ジュール済み静的

Cisco Unified CMのク
ラスタ内およびクラス

タ間会議

会議の監視
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会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Cisco Cシリーズ、EX
シリーズ、Cisco MX
シリーズ、Cisco
MXP、Cisco IP Video
Phone E20、および
Cisco Jabber。

コールがトラバーサル

コールとして識別され

る場合は、Cisco VCS
Controlや Cisco VCS
Expresswayが会議トポ
ロジに表示されます。

ポイントツーポイン

ト

アドホック、スケ

ジュール済み

Cisco VCSクラスタ内
およびクラスタ間会議

Cisco Cシリーズ、EX
シリーズ、Cisco
MCU、CiscoMSE1、ま
たはCisco TelePresence
Server。

コールがトラバーサル

コールとして識別され

る場合は、Cisco VCS
Controlや Cisco VCS
Expresswayが会議トポ
ロジに表示されます。

マルチポイントアドホック、スケ

ジュール済み永続（静

的として表示）

Cisco VCSのクラスタ
内およびクラスタ間会

議（MCUあり）

Cisco Cシリーズ、EX
シリーズ、CiscoMX、
CiscoMXPシリーズ、
Cisco IP Video Phone
E20。

コールがトラバーサル

コールとして識別され

る場合は、Cisco VCS
Controlや Cisco VCS
Expresswayが会議トポ
ロジに表示されます。

マルチサイトアドホック、スケ

ジュール済み

Cisco VCSのクラスタ
内およびクラスタ間会

議（MCUなし）

会議の監視

10

会議の監視

会議のワークフローとシナリオ



会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ、Cisco
MXPシリーズ、
Cisco IP Video
Phone E20

• Cisco TelePresence
System 500、
1000、3000、およ
び TX9000シリー
ズ。

• Cisco TelePresence
Server

• IX 5000シリーズ
TelePresenceエン
ドポイント

ポイントツーポイン

トマルチポイント

アドホックCisco Unified CMおよ
びCisco VCSクラスタ
間の会議 2

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ

• Cisco TelePresence
System 500、
1000、3000、およ
び TX9000シリー
ズ。

• IX 5000シリーズ
TelePresenceエン
ドポイント

ポイントツーポイン

ト

アドホックCisco Unified CM
(8.6(1)、8.6(2)、9.0）
のクラスタ内会議

会議の監視
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会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ、Cisco IP
Video Phone E20

• Cisco TelePresence
System 500、
1000、3000、およ
び TX9000シリー
ズ。

• 1.8または Cisco
TelePresenceサー
バ

マルチポイントアドホック、スケ

ジュール済み

スケジュー

ラは、1.7、
1.8、または
1.9である必
要がありま

す。

（注）

Cisco Unified CM
（8.6(1), 8.6(2), and
9.0）のクラスタ内会議

• Cisco Cシリー
ズ、EXシリー
ズ、Cisco MXシ
リーズ、Cisco
MXPシリーズ、
Cisco IP Video
Phone E20

• CiscoMCUまたは
Cisco TelePresence
Server

• Cisco VCS Control
および Cisco VCS
Expressway

ポイントツーポイン

ト、マルチポイント、

マルチサイト

アドホック、永続（静

的として表示）

エンタープライズファ

イアウォール外の会

議：Cisco VCS
Expressway
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会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

マルチポイント会議デ

バイスとビデオエンド

ポイントです。

サポートされているエ

ンドポイントの一覧に

ついては、Cisco Prime
Collaboration Assurance
でサポートされている

デバイス」を参照して

ください。

ポイントツーポイン

ト

コールを会議モードに

する、または別のコー

ルとマージさせると、

コールがマルチポイン

トになります。会議に

は、MCUが表示され
ません。最初の参加者

がコールから離れる

と、会議はMCUに接
続済みと表示されます

が、2番目と 3番目の
参加者はポイント

ツーポイントコール

と同じコールで続けま

す。

このシナリ

オは、組み

込み型のビ

デオブリッ

ジ機能がエ

ンドポイン

トに存在し

ない場合に

適用できま

す。

（注）

アドホックコールのエンドポイン

ト（コールにMCUあ
り）は、Cisco Unified
CMで会議ブリッジと
して機能します。
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会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Cisco Jabber、Cisco
TelePresence MXシ
リーズ、Cisco
TelePresence System EX
シリーズ、および
Cisco TelePresence SX
シリーズ。

ポイントツーポイン

ト、マルチポイント、

マルチサイト

Cisco Prime
Collaboration
Assurance
は、MRAエ
ンドポイン

トが会議ブ

リッジとし

て機能して

いるマルチ

サイト会議

を監視しま

せん。

（注）

アドホック、スケ

ジュール済み

MRAエンドポイント
間の会議：

Cisco Jabber、Cisco
TelePresence MXシ
リーズ、Cisco
TelePresence SystemEX
シリーズ、または
Cisco TelePresence SX
シリーズ

1
（Codianソフトウェアが Cisco MSEで実行されている必要があります）

2
このシナリオは、CTS 1.7.4、および TC 4.1から 7.0.をサポートしています。

• Cisco Jabberデバイスは、アドホック会議のみをサポートします。（注）

次の図には、2つのMRAエンドポイント間の会議トポロジが示されています。
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図 2 : MRAエンドポイント間の会議トポロジ

クラウドサーバを介して相互に接続されているMRAエンドポイントで
す。

MRAエンドポイントの会議統計を表示することはできません。（注）

1, 5

MRAエンドポイントを接続するインターネットクラウドサーバです。
MRAエンドポイントは、クラウドサーバのサポートがある場合のみ接続
できます。システムは、クラウドサーバからエンドポイントの IPアドレ
スを取得できないため、会議統計を表示することはできません。

2、4

コールコントローラデバイスとして動作する Cisco VCS Expressway Core
です。トポロジには、Cisco VCS Expressway Coreと関連付けられたエンド
ポイントが表示されます。

3

MRAエンドポイントと VCS Expresswayを含む Collaboration Edgeのさまざまな会議は、次の
とおりです。

•ポイントツーポイント：クラウドサーバと Cisco VCS Expressway Coreを介して相互に接
続されている 2つのMRAエンドポイント間の会議です

•マルチポイント：クラウドサーバ、Cisco VCS Expressway Core、TPSまたはMCUを介し
て接続されている 2つ以上のMRAエンドポイントがある会議です

•マルチサイト：TPSまたはMCUなしで接続されている 2つ以上のMRAエンドポイント
がある会議です
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上記の各会議には、いずれかに 1つの非MRAエンドポイントがある場合もあります。（注）

表 2 : MSPモードの会議シナリオ

会議トポロジの要素会議構造会議タイプ会議の分類

Conference Border
Controller（SBC）およ
びビデオエンドポイン

トです。

サポートされているエ

ンドポイントの一覧に

ついては、Cisco Prime
Collaboration Assurance
でサポートされている

デバイス」を参照して

ください。

ポイントツーポイン

ト

アドホックNAT環境でのお客様に
よるコールです。

会議の診断ダッシュボード

[会議の診断（Conference Diagnostic）]ダッシュボードにアクセスするには、以下を選択しま
す。 [診断（Diagnose）] > [会議の診断（Conference Diagnostics）]。

[会議の診断（ConferenceDiagnostic）]ダッシュボードには、会議とその会議に関連するエンド
ポイントの詳細が表示されます。

[Group（グループ）]ドロップダウンフィルタから目的のグループを選択することで、デバイ
スタイプに基づいて会議を監視できます。[VideoCollaborationConferences（ビデオコラボレー
ション会議）]ペインの [表示（Show）]フィルタを使用すると、会議タイプに基づき、さらに
フィルタをかけることができます。

デフォルトでは、[Video Collaboration Conferences]テーブルには、現在の日付（24時間）の情
報がすべて含まれます。[会議のインポート（Import Conferences）]ボタンの上にマウスのカー
ソルを合わせると、最後に Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースにインポートされ
たデータの詳細時間が表示されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceの会議の診断機能は、共有されたディレクトリ番号が設定
されている電話機はサポートしません。

（注）

次の画像には、会議の診断ダッシュボードが示されています。
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図 3 :会議の診断ダッシュボード

アラームと会議のク

イックサマリーペイ

ンです。

2事前定義された

[Group]フィルタのド
ロップダウンリスト。

カレンダーの起動ポイ

ントも含まれていま

す。デフォルトでは、
[Video Collaboration
Conferences]テーブル
には、現在の日付（24
時間）の情報がすべて

含まれます。

過去 30日間と次の 3
日間の会議を表示でき

ます。

1
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ビデオコラボレーショ

ン会議

4事前定義されたフィル

タのドロップダウンリ

スト。

また、[Refresh]アイコ
ンと [Table setting]ア
イコンもあります。

[テーブル（Table）]設
定アイコンを使用して

テーブルの列をカスタ

マイズし、上位または

下位のいずれかに固定

することができます。

3

会議トポロジのペイン

です。

6進行中の会議（ノーマ

ルまたはアラーム）の

総数と、指定日のア

ラーム付き進行中会議

の総数です。

5

エンドポイント統計の

ペインです。このペイ

ンには、周辺機器、シ

ステム、会議に関する

詳細が表示されます。

8会議統計のペインで

す。

7

会議のインポートタス

クの起動ポイントで

す。[会議のインポー
ト（Import
Conferences）]ボタン
の上にマウスのカーソ

ルを合わせると、最後

に Cisco Prime
Collaboration Assurance
データベースにイン

ポートされたデータの

詳細時間が表示されま

す。

9

概要ペインには、現在の日付（00:00:00時から 23:59:00時）の会議の詳細が表示されます。
[Video Collaboration Conferences]テーブルで入手可能なデータのアイコンベースの概要を表示
できます。Cisco Unified IP電話 8941および 8945、Cisco DXシリーズ、Cisco TelePresence TX
シリーズのDSCP値を表示できます。作前述のエンドポイントで、会議（[診断（Diagnose）]>
[会議の診断（Conference Diagnostics）]の順に選択）を選択します。[会議統計（Session
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Statistics）]ペインの DSCP Inフィールドには、会議のエンドポイントから受信した DSCP値
が表示されます。

[ビデオコラボレーション会議（Video Collaboration Conferences）]テーブルには、現在の日付
（00:00:00から 23:59:59）において進行中の会議の詳細が表示されます。最も新しい会議の詳
細がテーブルの先頭にリストされます。

前日または翌日の詳細を表示するには、カレンダーを使用して日付を選択します。[表示
（Show）]ドロップダウンリストから任意のフィルタを選択して、他の会議の詳細を表示でき
ます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、過去 30日に行われた会議の詳細を保持します。

CUCMクラスタ、CUCMノード、VCSまたはビデオエンドポイントを削除した場合、エンド
ポイントに関連付けられた過去および進行中のすべての会議が削除されます。そのため、関連

付けられているセッションは、[会議の診断（Conference Diagnostics）]ページには表示されま
せん。

（注）

[会議の診断（Conference Diagnostics）]ダッシュボードには、ビデオコラボレーション会議以
外にも、IPフォンまたはソフトウェアクライアントと TelePresenceスエンドポイント間の会
議が表示されます。これらのデバイスの可視性設定が、[Full Visibility]に設定されていること
を確認します。可視性の詳細については、エンドポイントのリアルタイム可視性を参照してく

ださい。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、会議のデバイスとして
MCUを選択し、コールをTMSでスケジュール設定すると、進行中の会議はアドホック会議と
して表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、セッションボーダーコ
ントローラを使用して、（異なるUnifiedCMに登録されている電話機を介して）2人の顧客間
のポイントツーポイントコールの詳細を確認できます。そのようなコールの詳細を取得する

には、[インベントリ管理（Inventory Management）]でセッションボーダーコントローラが管
理されている状態であることを確認します。

新しい会議方法のサポート：アドホックコール

この機能は、次の [会議の診断（Conference Diagnostics）]ページで、新しいアドホック会議の
コールの監視を提供します。[診断（Diagnose）] > [会議の診断（Conference Diagnostics）]。

前提条件：Cisco Prime Collaboration Assuranceで、マルチポイントコントロールユニット
（MCU）とエンドポイントがManaged状態である必要があります。

会議ボタンを押してコールが会議モードになった場合、または別のコールとマージした場合、

そのコールはマルチポイントのアドホックコールになります。Cisco Unified CMは、コール用
の会議デバイスとして動作するMCUを割り当てます。この場合、会議トポロジにMCUが表
示されます。最初の参加者がコールから離れると、2番目と 3番目の参加者は同じコールを継
続し、ポイントツーポイントのアドホックコールになります。この場合、会議トポロジに

MCUは表示されません。
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マルチポイントコントロールユニット（MCU）が Cisco Prime Collaboration Assuranceで
Suspended状態にあり、会議が作成されると、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは 1つのア
ドホックコールではなく 2つのポイントツーポイントコールが表示され、エンドポイントと
マルチポイントコントロールユニット（MCU）の間には 2つ目のコール区間が発生します。
数分後にコールは、コールをトリガーしたエンドポイントとマルチポイントコントロールユ

ニット（MCU）の間で接続されます。トポロジにその他のエンドポイントは表示されません。
このシナリオは、組み込み型のビデオブリッジ機能がエンドポイントに存在しない場合に適用

できます。

Cisco Unified Communications Managerの監視：Cisco TelePresence Conductor統合会議

この機能を使用すると、Cisco TelePresence Conductorが統合された Cisco Unified CMによって
作成された会議を監視できます。

前提条件：

• Cisco TelePresence Conductorとマルチポイントコントロールユニット（MCU）は、Cisco
Prime Collaboration AssuranceでManaged状態となっている必要があります。

• Cisco TelePresence Conductorの会議ブリッジは、コンダクタの論理検出の一部として検出
される必要があります。[デバイスの追加（Add Device）]または [インポート（Import）]
機能を使用して Cisco TelePresence Conductorを検出する場合は、[論理検出を有効にする
（Enable Logical Discovery）]のチェックボックスをオンにし、[再検出（Rediscover）]機
能を使用して以降の再検出を実行します。

• Cisco Unified CMを設定し、Cisco TelePresence Conductorを使用してアドホックおよびラン
デブ会議のための会議ブリッジリソースを管理します。詳細については、『Cisco
TelePresence Conductor with Cisco Unified CM導入ガイド（XC2.3）』参照してください。

論理検出は、MSPモードではサポートされていません。（注）

マルチポイントコントロールユニット（MCU）などの会議デバイスを使用したコールでは、
関連付けられたコンダクタの詳細を、会議の診断（[診断（Diagnose）]、[会議の診断（Conference
Diagnostics）]の順に移動）ページの [会議（Conference）]トポロジペインで、会議デバイス
（MCU）にある [エンドポイントのクイックビュー（Endpoints Quick View）]から確認できま
す。[診断（Diagnose）] > [会議の診断（Conference Diagnostics）]。

Cisco TelePresence Serverのカスケード

この機能を使用すると、次の [会議診断（Conference Diagnostics）]ページでアドホック会議の
コール中に Cisco TelePresence Serverを監視できます。[診断（Diagnose）] > [会議の診断
（Conference Diagnostics）]。

前提条件 -

• The Cisco TelePresence Server（TPS）、Cisco TelePresence Conductor、およびエンドポイン
トは、Cisco Prime Collaboration AssuranceでManaged状態となっている必要があります。
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•デバイスの可視性設定が、[Full Visibility]に設定されていることを確認します。

アドホック会議中に、プライマリ TPSサーバが Cisco TelePresence Conductorのコールに応答で
きない場合、そのコールはセカンダリTPSサーバにカスケードされます。カスケードは、複数
のTPSサーバが会議のコール中に負荷を共有する場合に発生します。会議トポロジは、プライ
マリ TPSサーバとセカンダリ TPSサーバの間に関連付けられた参加者との間でリンクを作成
し、すべてのカスケードされた TPSサーバを会議ブリッジとして表示します。

会議のトラブルシューティングは、Cisco Prime Collaboration Assuranceではサポートされてい
ません。

（注）

エンドポイントのリアルタイム可視性

管理されたエンドポイントの可視性機能は、Cisco Prime Collaboration Assuranceがエンドポイ
ントの操作をどのレベルで監視するのか決定します。可視性に応じて編集できるのは、[Managed]
状態のエンドポイントのみです。最大レベルの可視性を超えるエンドポイントの可視性設定を

編集すると、変更は更新されません。可視性設定は、会議の監視以外にもエンドポイントの

ポーリングを制御します。ポーリングは、すべてのデバイスではなく、リアルタイムの完全な

可視性が設定されているデバイスのみに実行されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次のタイプの可視性をサポートします。

• Full Visibility - JTAPI/HTTPフィードバックを使用したコール検出、会議統計などのリア
ルタイムの監視情報、会議情報がサポートされています。

次の表に一覧化されているエンドポイント統計は、サポートされ

ていません。

1. Cisco Jabber Video for TelePresence (Movi)

2. MRA Endpoints

（注）

• Off - JTAPI/HTTPフィードバックを使用したコール検出とリアルタイムの監視情報はサ
ポートされていません。これらのエンドポイントは、淡色表示されたアイコンで [会議監
視（Conference Monitoring）]ページに表示されます。

次の表には、エンドポイントのデフォルトおよび最大の可視性に関する詳細が示されていま

す。
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最大の可視性デフォルトの可視性エンドポイントタイプ

全二重全二重• CTS 500、1000、および
3000シリーズ

• Cisco Codec

• Cisco TelePresence SX20

• Cisco TelePresenceMXPシ
リーズ

• Cisco IP Video Phone E20

全二重全二重• Cisco Jabber Video for
TelePresence（Movi）

全二重オフCisco IP電話（89xx、99xx）

全二重オフCisco Desktop Collaboration
Experience DX650および
DX630

全二重全二重• Cisco SX80および Cisco
SX10

• • Cisco MX200 G2、
Cisco MX300 G2、
CiscoMX700、および
Cisco MX800

全二重オフCisco DX70および DX80

全二重オフCisco Prime Collaborationリ
リース 11.6以降の場合

Cisco TelePresenceDX70および
DX80

全二重全二重MRAエンドポイント：

• Cisco Jabber

• Cisco TelePresence MXシ
リーズ

• Cisco TelePresence System
EXシリーズ

• Cisco TelePresence System
SXシリーズ
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エンドポイントの総数には完全な可視性（デフォルトと最大）があります。デフォルトでは、

IPフォンやソフトウェアクライアントに可視性はありません。IPフォンおよびソフトウェア
クライアントの最大可視性はフルになっています。

ポイントツーポイントのアドホック会議では、一方のエンドポイントが [Off]でもう一方が
[Full]の場合、可視性が [Off]のエンドポイントは、会議トポロジでは淡色のアイコンで表示さ
れます。

マルチポイント鍵、可視性が [Off]のエンドポイントは会議トポロジに表示されません。

スケジュールされたポイントツーポイント会議またはマルチポイント会議の場合、可視性が

[Off]のエンドポイントは、会議トポロジでは淡色のアイコンで表示されます。

エンドポイントの可視性を変更するには、 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理
（Inventory Management）]の順に選択し、対応するエンドポイントのインベントリテーブル
で可視性列を表示します。

この列を表示できない場合は、[設定（Settings）]ボタン、[列（Columns）]の順にクリック
し、表示される一覧で [可視性（Visibility）]をクリックします。

（注）

エンドポイントの可視性を変更するには、 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理
（Inventory Management）]の順にクリックしてエンドポイントを択し、[編集（Edit）]をク
リックします。エンドポイントの現在の可視性が表示されます。何らかの変更を加えた場合

は、[保存（Save）]をクリックします。

複数のエンドポイントを選択した場合、エンドポイントの現在の可視性を表示することはでき

ません。

（注）

可視性設定を変更した場合は、次回の会議から実装されます。

可視性機能は、[会議の診断（Conference Diagnostics）]ページのみに適用されます。つまり、
可視性を [Off]に設定した場合でも、エンドポイントは [エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]および [デバイスインベントリ（Device Inventory）]ページに一覧表示されます。

制限事項

1. 会議の診断機能は、Cisco Unified Communications Managerで複数の回線を使用して設定さ
れたエンドポイントはサポートしません。ただし、これらのエンドポイントは、CiscoPrime
Collaboration Assuranceインベントリデータベースで管理することができます。

2. Cisco PrimeCollaborationAssuranceの会議の診断機能は、共有されたディレクトリ番号が設
定されている電話機はサポートしません。

3. 会議数が、プロファイルに設定されている最大値を超えることはできません。詳細につい
ては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceのシステム容量」を参照してください。
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4. セッションのモニタリングは、引き続きセキュリティで保護されていない JTAPI通信を使
用し、UCMMixedモードでセッションを監視します。

5. デバイスの可視性を「[Full Visibility]」状態に設定します。

6. Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、会議が前回のCisco TMSのポーリング後、ならび
に次回のスケジュール設定またはオンデマンドによる Cisco TMSのポーリングが発生する
前にスケジュール設定され、進行中とされた場合、スケジュール済み会議（ポイントツー

ポイント、マルチポイント、またはマルチサイト）をアドホック会議として表示します。

7. いくつかのコールシナリオはサポートされていません。詳細については、会議のワークフ
ローとシナリオセクションを参照してください。

360°会議ビュー

[360°会議ビュー（360° Conference View）]は、エンドポイント、インフラストラクチャデバ
イス、アラーム、コールレコードに関連するデータの完全なビューを提供します。また、Cisco
Prime Collaboration Assuranceの他の機能をクロス起動することもできます。会議で [360°会議
ビュー（360° conference View）]を表示するには、[ビデオコラボレーション会議（Video
Collaboration Conferences）]テーブルの [会議の主題（Conference Subject）]列にマウスポイン
トを合わせて、[360 °会議ビュー（360° Conference View）]アイコンをクリックします。

[360°会議ビュー（360° Conference View）]には、次のタブがあります。

•アラーム：アラームの重大度、アラームをトリガーしたソース、生成されたアラームの説
明、タイムスタンプが表示されます。

•エンドポイント：エンドポイント名、IPアドレス、物理的な場所、会議の長さ、デバイス
モデルが表示されます。

• [インフラストラクチャ（Infrastructure）]：使用中のインフラストラクチャデバイスの詳
細が表示されます。IPアドレスのリンクを使用すると、[インフラストラクチャデバイス
（Infrastructure Devices）]ログインページを開くことができます。[デバイスインベント
リ（インベントリ）]ページを起動して [デバイス名（DeviceName）]をクリックすると、
デバイスのインベントリ詳細を表示することもできます。

[360°会議ビュー（360° Conference View）]では、次の操作を実行できます。

• [アラームの表示（See Alarms）]アイコンをクリックすると、アラームブラウザが開きま
す。Alarmブラウザには、選択した会議のアラームがすべて（会議とエンドポイントア
ラームの両方を含む）一覧表示されます。

• [エンドポイントのモニタ（Monitor Endpoint）]アイコンをクリックすると、[エンドポイ
ントの診断（Endpoint Diagnostics）]ページが開きます。

• [ウォッチリストに追加（Add to Watch）]アイコンをクリックして、ウォッチリストに会
議を追加します。これは、スケジュール設定されたおよび進行中の会議で有効になってい

ます。
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•定期的な会議をスケジュール設定している場合は、定期的な会議の各インスタンスをウォッ
チリストに追加します。たとえば、5日以上の間で定期的に開催される会議をスケジュー
ル設定した場合、その会議を毎日（5日）のウォッチリストに追加します。

会議をウォッチリストに追加しても、トラブルシューティングのワークフローはトリガーされ

ません。

（注）

会議トポロジ

会議トポロジには、会議の一部であるエンドポイントが表示されます。マルチポイント会議の

場合は、エンドポイントとともに会議デバイスが表示されます。また、コールがトラバーサル

コールの場合は、Cisco VCSが表示されます。

会議トポロジを起動するには、[ビデオコラボレーション会議（VideoCollaborationConferences）]
テーブルで会議を選択します。

リンクとエンドポイントに表示されるアラームバッジは、それぞれのパケットと周辺機器には

障害が発生していることを表します。

次の図には、会議トポロジに表示されるさまざまなステータスが示されています。

図 4 :セッショントポロジ
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表 3 :

説明番号（Number）説明ケース

アラームなしのエンド

ポイントとマルチポイ

ントスイッチ間のアク

ティブなリンクです。

2エンドポイントに関連

付けられた [No-Show]
アイコン。

1

メジャーなアラームが

付いたエンドポイント

とマルチポイントス

イッチ間のアクティブ

なリンクです。

4そのセッションに参加

している、重大なア

ラームがあるエンドポ

イントです。ペリフェ

ラルデバイスに問題が

あります。

3
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説明番号（Number）説明ケース

不明なエンドポイン

ト：現時点では Cisco
Prime Collaboration
Assuranceで管理され
ていないエンドポイン

トです。これらのエン

ドポイントのインベン

トリに関する詳細は、
Cisco Prime
Collaboration Assurance
データベースにない場

合があります。エンド

ポイントとコントロー

ラがManaged状態であ
り、登録状態が [デバ
イス 360°（Device
360°）]ビューで利用
できる必要がありま

す。

Cisco VCS Expressway
に登録されたエンドポ

イントは、不明なエン

ドポイントとして表示

されます。

Cisco Prime
Collaboration Assurance
で管理されたエンドポ

イントは、サポートさ

れていないエンドポイ

ントにコールすること

ができます。

6エンドポイントに関連

付けられた

[Disconnect]アイコン
です。

5

ネットワークに障害がある場合、アラーム表示はネットワークライン上に表示されます。トポ

ロジ上でクイックビューを起動すると、障害が発生した場所のネットワークリンクの方向を

識別することができます。

ネットワークリンククイックビュー

クイックビューを起動するには、マウスポインタをアラームバッジの上に置き、[クイック
ビュー（Quick View）]アイコンをクリックします。ネットワークリンクのクイックビューに
は、次のタブがあります。
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•リンクの概要：ポイントツーポイント会議用のエンドポイント間や、マルチポイント会
議用のエンドポイントとマルチポイントスイッチ間のアラームステータスが表示されま

す。

•アラームの概要：アラームの重大度、アラームをトリガーしたソース、生成されたアラー
ムの説明が表示されます。

•コールの詳細：エンドポイント名、電話番号、およびプロトコルが表示されます。これら
の詳細情報は、選択されたネットワークリンクを介して接続されたエンドポイントに対し

て表示されます。

エンドポイントのクイックビュー

エンドポイントのクイックビューは、Managedおよび Unknown状態で起動できます。クイッ
クビューを起動するには、マウスポインタをエンドポイントの上に置き、[クイックビュー
（Quick View）]アイコンをクリックします。

[Managed]状態のデバイスでは、次の詳細が表示されます。

•エンドポイントの概要：システムタイプ、IPアドレス（IPv4または IPv6）、物理的位置、
使用ステータス、ディレクトリ番号（SIP URIまたはH323 ID）、クラスタ IDなど、エン
ドポイントの詳細が表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、エンドポイントに属
するお客様や、それぞれのプライベート IPアドレスやパブリック IPアドレスを表示する
ことができます。パブリック IPアドレスをクリックすると、エンドポイントの管理アプ
リケーションを起動できます。

•アラームの概要：アラームの重大度、アラームのカテゴリ、および生成されたアラームの
説明が表示されます。

クイックビューでは、エンドポイントをウォッチリストに追加、エンドポイントの診断ページ

を起動、ならびに選択したエンドポイントのアラームを表示することができます。

会議リソース：Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、MCUが属する地域に関する情報を表
示することができます。

エンドポイント統計

このペインで、エンドポイントの Quality of Service（QoS）をモニタリングできます。実行中
のセッションと過去の会議について、エンドポイント統計が表示されます。また、スケジュー

ル済み会議については、周辺機器のステータスとシステム情報が表示されます。

このページには、会議トポロジペインで選択したエンドポイントの周辺機器ステータス、エン

ドポイントシステムの詳細、会議の詳細および統計に関する情報が表示されます。

マルチサイト会議では、センターエンドポイント（会議デバイス）を選択すると、接続する各

エンドポイントの会議統計（音声とビデオ）および会議情報が表示されます。
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会議統計の詳細（現在および過去）には、および Cisco IP電話については表示されません。（注）

[会議統計（Conference Statistics）]

[会議統計（ConferenceStatistics）]ペインには、次の項目に対してのパケット損失、遅延、ジッ
ターなどの統計情報が表示されます。

•音声—プライマリコーデック、セカンダリコーデック 1と 2、AUXおよびプライマリ
レガシー。

•ビデオ—プライマリコーデック、セカンダリコーデック 1と 2。

表示される情報は、選択したエンドポイントのタイプによって異なります。

黒の縦線はしきい値を示します。Rxパケット損失、平均周期ジッター、および平均期間遅延
のしきい値は、次の値を使用して定義できます。 [アラームおよびレポート管理（Alarm &
Report Administration）] > [イベントのカスタマイズ（Event Customization）] > [しきい値ルー
ル（Threshold Rules）]オプションが表示されます。

赤は、値が定義されたしきい値を超えたことを示します。グレーは現在の値です。この色はし

きい値を持たないパラメータに使用されます。

アラーム表示はネットワーク内の実際の障害を示します。過去の会議に対して、Cisco Prime
Collaboration Assuranceにしきい値やアラームバッジイン会議統計が表示されることはありま
せん。

1日以上経過したすべての会議統計とエンドポイント統計データはパージされます。
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